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平成２６年の稲作経過と本年の取組に向けて�
道南編（渡島・檜山）

表１ 半旬別の気象データ（大野アメダス）

月 旬
平 均 気 温［℃］ 最 高 気 温［℃］ 最 低 気 温［℃］ 降 水 量［�］ 日 照 時 間［時間］
Ｈ２６ 平年 平年差 Ｈ２６ 平年 平年差 Ｈ２６ 平年 平年差 Ｈ２６ 平年 平年対比 Ｈ２６ 平年 平年対比

４
上旬 ５．３ ４．８ ０．５ １０．４ ９．６ ０．８ ０．３ ０ ０．３ ３ １７．４ １７ ６７．５ ５６．８ １１９
中旬 ５．２ ６．２ △１．０ １２ １１．３ ０．７ －１．７ １．３ △３．０ ０ ２３．４ ０ １０７．９ ５９．５ １８１
下旬 １０ ８．３ １．７ １６．８ １３．４ ３．４ ２．７ ３．２ △０．５ ０ ２９ ０ ９６．２ ５８．４ １６５

５
上旬 １１．３ １０ １．３ １７．３ １５．４ １．９ ５．５ ４．９ ０．６ １０ ３３．１ ３０ ５８．２ ６２．５ ９３
中旬 １２．８ １１．２ １．６ １９ １６．１ ２．９ ７．１ ６．４ ０．７ ４２．５ ２３．３ １８２ ６２ ５６．７ １０９
下旬 １４．６ １２．７ １．９ ２０．３ １７．６ ２．７ １０ ８．３ １．７ １８ ２８．４ ６３ ７３．１ ６６．９ １０９

６
上旬 １６．８ １４．１ ２．７ ２２．２ １８．７ ３．５ １２．７ ９．９ ２．８ １５ ２３．５ ６４ ６９．８ ５６．５ １２４
中旬 １６．１ １５．４ ０．７ １９．６ １９．９ △０．３ １３．８ １１．４ ２．４ ６５．５ ２８．１ ２３３ ９．５ ５２．９ １８
下旬 １８．２ １６．８ １．４ ２３．２ ２１．１ ２．１ １３．６ １３ ０．６ ０．５ ２１．４ ２ １０３．９ ５１．１ ２０３

７
上旬 １９．５ １７．８ １．７ ２３．７ ２１．９ １．８ １６ １４．４ １．６ ２５．５ ４２．９ ５９ ５２．４ ３８．１ １３８
中旬 ２２．１ １９ ３．１ ２６．３ ２２．９ ３．４ １８．６ １５．９ ２．７ ０ ４５．５ ０ ５６．９ ３８ １５０
下旬 ２２．８ ２０．７ ２．１ ２７．４ ２４．８ ２．６ １８．６ １７．４ １．２ ２５．５ ４８．２ ５３ ６７．３ ４５．８ １４７

８
上旬 ２３．６ ２１．８ １．８ ２７．９ ２６．１ １．８ １９．８ １８．３ １．５ ６０．５ ４９．５ １２２ ４３．８ ４６．２ ９５
中旬 ２１．４ ２１．４ ０．０ ２４．８ ２５．７ △０．９ １８．１ １７．９ ０．２ ６６．５ ４０．３ １６５ ２５．５ ４０．６ ６３
下旬 ２０．４ ２０．８ △０．４ ２４．３ ２５．２ △０．９ １６．７ １７ △０．３ ７１ ７２．４ ９８ ４４．４ ５０．９ ８７

９
上旬 ２０．３ １９．５ ０．８ ２４．８ ２４．１ ０．７ １６．４ １５．３ １．１ ５３ ５８．３ ９１ ４８．５ ４９．１ ９９
中旬 １７ １７．６ △０．６ ２２．５ ２２．６ △０．１ １２．３ １２．９ △０．６ ５７．５ ４２．４ １３６ ４２．１ ４８ ８８
下旬 １６ １５．５ ０．５ ２１．９ ２０．７ １．２ １０．１ １０．５ △０．４ １ ５０．４ ２ ７０．２ ５３．６ １３１

図１ 平成２６年の気象推移（大野アメダス）
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１ 平成２６年の気象経過と作柄状況

� 融雪期から本田耕起まで～融雪は遅れたが、その後の好天で土壌の乾燥進む
融雪は、春先の低温と日照不足により大

幅に遅れた。融雪期は、渡島で３月２７日

（遅１５日）、檜山は４月３日（遅２日）と

なった。

しかし、融雪後は高温多照で、圃場の乾

燥が一気に進み、耕起作業は順調であっ

た。耕起盛期は、渡島で５月４日（早５

日）、檜山は５月３日（早６日）となった。

また、圃場の乾田化は乾土効果の発現を高

め、初期生育を促進したものと考えられる

（図２）。

� 育苗期から移植期まで～苗質は個人差大きい
播種作業は、平年並で進み、出芽は好天が続いたため良好であった。苗質は、草丈がやや

徒長気味であったが、苗立枯病などの病害は少なく概ね良好であった（表２）。一方、育苗

期間の延長や育苗後半の高温管理（２５℃以上）を行った場合には、本田で早期異常出穂がみ

られた。

移植作業は順調に進み、移植期は渡島で５月２５日（早２日）檜山が５月２４（早４日）と

なった。

表２ 移植時の苗形質

品 種 名
草 丈（�） 葉 数（葉） 地上部乾物重（�／１００本）

Ｈ２６ 平年 比較 Ｈ２６ 平年 比較 Ｈ２６ 平年 比較

きらら３９７ １５．２ １３．０ ＋ ２．２ ３．９ ３．２ ＋ ０．７ ２．９８ ２．４０ ＋ ０．５８

ふっくりんこ １４．５ １３．３ ＋ １．２ ３．９ ３．０ ＋ ０．９ ３．２５ ２．５０ ＋ ０．７５

ななつぼし １３．８ １２．４ ＋ １．４ ３．６ ３．０ ＋ ０．６ ３．０９ ２．２０ ＋ ０．８９

※ 道南農業試験場 中苗紙筒

� 活着期から幼穂形成期まで～茎数は多いが、分げつの斉一さに欠けた
移植直後から６月１半旬まで高温が続き、６月５日の最高気温は今金町で３１．３℃、江差町

は３０．５℃を記録した。そのため、植え傷みは少なく活着は良好で、分げつの発生は早まっ

た。

しかし、６月２～４半旬になると極端な日照不足となり、生育は停滞し分げつ発生は抑制

された。檜山では、強風も加わり深水を長期間続けた圃場では、稲の水没で消失する株が散

見され、軟弱徒長した稲（写真１）は、浮き葉となりイネヒメハモグリバエの食害を助長し

た。

図２ 年次別水田作期中アンモニア態窒素の推移
※渡島農業改良普及センター調べ
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また、６月移植の稲は分げつの発生が遅れ、茎数不足となった。

６月５半旬からは高温多照に転じ、生育は一気に回復した。特に、７月１日の茎数は、渡

島で２９％、檜山では１６％平年より増加した（図３）。７月も高温が続き、幼穂形成期は渡島

が７月６日（早５日）、檜山は７月１（早３日）と早まった。

写真１ 長期の深水で軟弱徒長した稲
※Ｈ２６．６．１３撮影「ふっくりんこ」

図３ 茎数・穂数の推移
農政部調査「ふっくりんこ」「ななつぼし」

� 幼穂形成期から出穂期まで～曇天と過剰な

穂数で穂揃い不良
幼穂形成期は、渡島・檜山とも平年より早かっ

た。前歴期間や冷害危険期とも、低温にならなかっ

た（表３）ため、稔実歩合は高かった。

出穂期は、渡島で７月３０日（早５日）、檜山が７

月２９日（早２日）であった。

総体的に穂数が過剰（図２）となったことに加

え、遅れ穂が有効化したことや曇天が続いたため穂

揃いは不良となった（写真２）。

表３ 前歴期間、冷害危険期の気温（農政部調査「ふっくりんこ」「ななつぼし」）

アメダス

地 点

幼穂形成期 平 均 気 温（℃）

Ｈ ２６ 平 年
前 歴 期 間 冷 害 危 険 期

Ｈ２６ 平年 差 Ｈ２６ 平年 差
大 野 ７月５日 ７月１０日 ２０．８ １９．１ ＋ １．７ ２２．１ ２０．３ ＋ １．８
木 古 内 ７月９日 ７月１３日 ２０．８ １９．１ ＋ １．７ ２１．９ ２０．５ ＋ １．４
江 差 ７月６日 ７月１１日 ２１．７ ２０．１ ＋ １．６ ２２．９ ２１．４ ＋ １．５
今 金 ６月２９日 ７月２日 １９．２ １８ ＋ １．２ ２１．３ １９．１ ＋ ２．２

写真２ 出穂の状況（穂揃いが悪い）
※Ｈ２６．７．３０撮影「ふっくりんこ」
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� 登熟期から成熟期まで～高温日照不足で登熟は緩慢、収穫作業は長引いた
登熟は、８月２～５半旬の日照不足と月末の気温低下（図４）に加え、過剰な籾数の着生

（図５）により緩慢となった。

降雨による軟弱な圃場や倒伏の拡大により、収穫は長期化した。収穫期は、渡島が９月２６

日（早４日）、檜山９月２４日（早２日）であった。

図４ 年次別１籾当たり登熟積算気温と日照
時間の比較

（大野・岩見沢・比布アメダス、３農試「きらら

３９７」出穂後４０日間の積算値）

図５ 地域別稔実籾数と穂数の比較
※地域区分

道央・日本海（石狩・空知・後志）

道央・太平洋（胆振・日高）

道南（渡島・檜山）、道北（上川・留萌）

道東（オホーツク）

	 収量と食味～豊作でタンパクは低い
穂数・籾数・千粒重が平年を上回り

（図６）、渡島は作況指数「１０５」で１０ａ

当たり収量は５１１
、檜山は「１０６」で５３１

となった（表３）。ただし、製品率は
未熟粒や死米（写真３）除去のため低下

した。タンパク質含有率は、稔実歩合が

高くタンパク質の転流が分散され、低タ

ンパク米生産につながった。（図７）。ま

た、親穂では、平年以上の積算温度（登

熟前半の２０日間）を確保したものの、遅

れ穂では、出穂以降の積算温度が不足

し、アミロース含有率はやや高めとなった。

図６ 収量構成要素の比較
「きらら３９７」「ななつぼし」「ふっくりんこ」

※道南農業試験場
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表４ 各地区の収量と作況指数

区 分
収量 �／１０ａ 作 況

指 数Ｈ ２６ 平 年
北 海 道 ５７７ ５３７ １０７
石 狩 ５６４ ５２１ １０８
南 空 知 ５６９ ５２７ １０８
北 空 知 ５９７ ５６０ １０７
上 川 ５９９ ５５７ １０８
留 萌 ５５１ ５０４ １０９
渡 島 ５１１ ４８６ １０５
檜 山 ５３１ ５００ １０６
後 志 ５５３ ５１９ １０７
胆 振 ５３０ ４８９ １０８
日 高 ５２３ ４８４ １０８
オホーツク・
十 勝

５５５ ４８３ １１５

※平成２６年１０月３０日北海道農政事務所公表

図７ ホクレン支所別低タンパク米入庫実績
「ななつぼし」など主要５品種

※Ｈ２６．１１．１７現在

� 品質～乳白米・死米・青米が多く品質に課題残す
品質向上のため、色彩選別機の活用や丁寧な調製

で未熟粒や死米を選別した結果、１等米率は、全道

平均でうるち米８３％、もち米９１％を確保することが

できた（表５）。未熟粒（乳白粒、腹白粒、青未熟

粒）・死米（写真３）の多かった要因は、高温に
より、未熟粒や死米になりやすい弱勢籾が稔実した

こと、�過剰籾の着生と穂揃いの悪化、�登熟前半
の日照不足による光合成の低下と出穂前光合成産物

の穂への転流阻害、�登熟後半の気温低下による緩
慢な登熟、が挙げられる。

乳白粒 外見は白色不透明（粒平面の１／２以上）で光沢がある。受精後、籾の中にデン
プンを詰め米を作っていくが、出穂～２０日間頃の登熟不良でデンプンの詰まりが悪
く空気のすき間ができ、これが光を乱反射して白く見える。

腹白粒 乳白粒と同様、腹部におけるデンプンの蓄積不良。
青 米 成熟に達していないため、果皮に葉緑素が残り緑色が残っている米粒。
死 米 粒の大部分が粉状質で光沢がない。成熟する前に発育を停止した米粒。

表５ 年次別の品質（全道平均）

年 産
１等米率（％）

（うるち米） （もち米）
Ｈ２２ ８８．０ ８９．１
Ｈ２３ ９２．７ ９１．６
Ｈ２４ ９０．３ ９２．６
Ｈ２５ ９０．６ ９４．２
Ｈ２６ ８３．５ ９１．３

※北海道農政事務所、Ｈ２６．１０．３１現在
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写真３ 未熟粒（青未熟粒、乳白粒、腹白粒）、
死米粒「ふっくりんこ」

２ 平成２７年の米づくりに向けて

近年、気象変動は大きく、天候不順は米の品質や農作業に大きく影響している。このことか

ら、初期生育を良好にし出穂前の乾物生産を高めるとともに、適正籾数を確保した登熟の良い

米づくりが必要である。そのためにも、以下に述べる基本技術の励行を念頭に、作業計画をす

すめる。

� 水田を乾かす～溝切りは効果大
地温を高め土壌窒素を早期に発現させる

ことは、稲の養分蓄積を高め、生育を促す

ことにつながる。

融雪の早い道南でも、溝切りの施工など

で停滞水を排除し（写真４）早く乾くよう

に努める。また、融雪の遅れやすい場所

は、融雪材の散布や心土破砕を組合せるこ

とが効果的である。

� 穂揃いを良くする
� 早期異常出穂の防止

早期異常出穂（写真５）は、通常の葉

数を確保しないうちに幼穂ができ、早期に主茎のみが出穂し、分げつの発生が減少する現

象で早生品種などの感温性の高い品種に見られる。育苗後半（２．５葉以降）の高温管理

（２５℃以上）で発生しやすい。

また、成苗ポット苗はマット苗よりも高温になりやすいので、育苗後期の温度管理（写

真７、図８）は特に注意するとともに、育苗日数は３０～３５日程度とし作業計画を立てる

（表６、７）。

写真４ 収穫跡の停滞水 撮影Ｈ２６．１０．８

※溝切り施工で排水が促進され非常に乾きやすくなる
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表６ 早期異常出穂のリスクを抑制するための成苗ポット苗移植時苗形質と育苗管理の留意点

移植時
苗形質

草丈 １０～１３�１）

乾物重 ３．０～４．５�／１００本１）

きらら３９７（異常出穂リスク：低） ３．６～４．４葉以内
目標葉数２） ゆめぴりか（異常出穂リスク：中） ３．６～４．３葉以内

ななつぼし（異常出穂リスク：高） ３．６～４．０葉以内

育苗管理の
留意点

育苗温度 簡易有効積算温度３） ４００℃以内
管理 ２．５葉期以降は２５℃以上としない。
育苗日数４） 中生品種は３０～３５日

１）北海道水稲機械移植栽培基準（成苗ポット）（昭和６１年指導参考事項）に準拠。
２）早期異常出穂を抑制するための成苗ポット苗の目標葉数の範囲。
３）有効温度＝６０．１／（１．９＋（日最高最低平均気温／２１．８）－４．２）の積算。簡易有効積算気温を利用した成苗ポット育苗
における育苗日数の適正化（平成２１年度指導参考事項）に準拠。
４）但し、各品種の目標葉数の範囲を遵守し、根鉢の強度を確保すること。

表７ 中苗マットの育苗基準

移植時
苗形質

草丈 １０～１２�
乾物重 ２．０�／１００本以上
目標葉数 ３．１葉以上

育苗管理の
留意点

育苗日数 ３０～３５日程度

写真５ 早期異常出穂の株
※育苗後半の高温管理が原因

写真６ かん水を利用した温度管理
※日中のかん水で高温を抑える（育苗後半）
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図８ 水稲育苗の要点（中苗マット）

� 適期移植～目標は５月２５日までに植える

品質・食味・収量を確保するために

は、安全出穂期間内に出穂させることが

基本である（図９、１０、１１）。

道南では、移植から出穂までに簡易有

効積算温度１，０００℃以上必要なので、５

月２５日まで移植を終わらせることが重要

である（表８）。

図９ 移植時期と乳白粒の関係
「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」

※普及センター調査ほ
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図１０ 出穂期～２０日目の日照時間と腹白粒の
関係

「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」

※普及センター調査ほ

図１１ 出穂期２０～４０日目の平均気温と青未熟
粒の関係

「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」

※普及センター調査ほ

表８ アメダスによる地区別移植および出穂適期

アメダス地点
移 植 早 限 安全出穂期間 簡易有効積算温度

成 苗
（１１．５℃）

中 苗
（１２．０℃）

晩期限界
（高整粒）

５／２０移植～
晩期限界

５／２５移植～
晩期限界

大 野 ５月１４日 ５月１８日 ８月９日 １，０３６ １，００９
木 古 内 ５月１７日 ５月１９日 ８月１０日 ９７０ ９４８
う ず ら ５月１５日 ５月１８日 ８月８日 １，０４１ １，０１７

※アメダス平年値
※移植早限 移植後５日間の移動平均気温
※安全出穂期間 高整粒を確保するために必要な出穂後４０日間の積算気温８００℃となる日
※簡易有効積算気温 移植から晩期晩限までの積算値

� 栽植密度の確保（８０株／３．３�以上）
栽植密度を高めること（株間と株間の距離は１２．５�以下）は、生育の揃った茎数を早期
に確保し、遅れ穂（幼穂形成期以降の分げつ）が少なく、穂揃いは良くなる。そのため、

登熟は良好で品質（写真７、表９）・食味・収量は高まる。

写真７ 栽植密度と品質の関係
（左９０株植え、右８０株植え）

表９ 栽植密度と品質の関係
（写真７の品質データ）

区 分
品 質 調 査 ％

整 粒 未熟粒 死 米 その他
９０株植え ６５．３ ３２．０ ０．２９ ２．４１
８０株植え ６１．８ ３６．０ ０．９５ １．２５

※未熟粒 乳白粒、腹白粒、青未熟粒
※中苗マット「きたくりん」
※渡島農業改良普及センター調べ
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� 側条施肥の導入

栽植密度を高めるだけでは不十分な場合、側条施肥と組み合わせ、初期生育を促進させ

ることが必要である。側条施肥は、移植された苗の横３�深さ５�の位置に施肥するの
で、速効的で肥料の吸収効率が高く、初期茎数の発生促進効果も高い。特に、側条による

肥料は６月中に吸収されるので、７月以降の遅れ穂の発生が少なく、穂揃い性は向上す

る。また、側条施肥は施肥効率が高く、全層施肥に比べて１０～２０％減肥が可能である。

� 無理のない施肥で中位な稲づくり～多肥は過剰籾となり死米など多くする
多肥栽培や安易な追肥は、過剰な籾数

となりやすい。そのため、全ての籾にデ

ンプンが十分分配されないうちに気温が

下がり、登熟が進まず死米や未熟粒にな

りやすい（図１２）。無理のない窒素施肥

量（表１０）と適正な籾数確保（３２，０００～

３４，０００粒／�程度）で品質を高めること
が大切である（表１１）。

表１０ 籾数の程度と収量・収量構成要素・品質について

ほ 場
（生育程度）

収 量 お よ び 収 量 構 成 要 素 品 質 調 査（％）

�当穂
数（本）

１穂籾
数（粒）

�当た
り籾数
（粒）

稔実歩
合（％）

精玄米重
（�／１０ａ）

屑米重
（�／１０ａ）

整 粒 未熟粒 被害粒 死 米 その他

適 正 ６４７ ４９．５ ３２，０２７ ９１．４ ６１２ ５３ ８４．３５ １４．１ ０．７５ ０．７５ ０．０５
過 繁 茂 ８０３ ５０．１ ４０，２３０ ８４．３ ５８８ ８４ ７１．４５ ２２．５ ０．７５ ５．３ ０

※圃場は同一町内
※未熟粒 乳白粒、腹白粒、青未熟粒
※中苗マット「ふっくりんこ」
※檜山農業改良普及センター調べ

表１１ 施肥標準量

地 帯 名
全量全層施肥における窒素施肥量 �／１０ａ リン酸

�／１０ａ
カ リ
�／１０ａ低地土（乾） 低地土（湿） 泥炭土 火山性土 台地土

渡島・檜山 ８．０ ７．５ ６．０ ８．０ ７．０
８．０ ８．０檜山北部 ８．５ ８．０ ６．５ ８．５ ７．５

渡島北部（もち米） ９．０ ８．５ ７．０ ９．０ ８．０

※実際の各圃場の収量水準に応じ、窒素施肥量を±０．５
／１０ａの範囲で増減する
※全層・側条組合せ施肥を実施する場合の窒素施肥は、側条施肥を３．０～４．０
／１０ａ程度とし、総窒素施肥量を表の値
から０．５
／１０ａ減肥する

図１２ 死米粒と�当たり籾数の関係
「ふっくりんこ」「きたくりん」

※普及センター調査ほ
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� 深水管理の実施～不稔防止と過剰分げつ抑制で適正な籾数を
４年連続の豊作となったが、冷害の危険

性がなくなったわけではない。幼穂形成期

（写真９）から約２０日間は稲一生の中で最

も寒さに弱く、不稔発生と密接な関係があ

る。

深水の保温力で寒さから幼穂を守り稔実

性を高めることが重要である。また、前歴

期間の深水は、幼形期以降に発生する過剰

分げつを抑制し、有効茎歩合を高める効果

も同時に認められる。過剰分げつの場合に

は、水稲の生育コントロールにも結びつ

く。

深水管理の実施には、２０�程度の深水管理（表１２）ができる高畦が必要である。畦塗り機
を活用し畦の補修を行うなど万全の準備を図って頂きたい（写真８）。

写真９ 幼穂形成期の確認

表１２ 深水管理の目安

深水管理の期間 前 歴 期 間 冷害危険期
幼穂形成期後の日数 ０～５日後 ６～１０日後 １１～２０日後

目標水深
通常の場合 ５→７� ８→１０�

→２０�
茎数不足の場合 ３～４�の浅水 →１０�

※生育の遅延やバラツキが大きい場合は、冷害危険期の深水管理を７月末まで延長する

写真８ 低い畦～これでは深水管理は出来ない
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